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東京学芸大学附属学校 図書館 の 現状 と課題

東京学芸大学附属世田谷小学校 鎌 田 和 宏

は じめ に
-

問題 の 所 在
-

2001 年か ら3 年間､

-
勤務校 である東京学芸大学附属世田谷小学校の学校図書館を所轄する校務分掌を担当した

｡

そ の由､ 学校図書館 の 整備 の ため に本学 ･ 他大学附属校の学校図書館､ 公私立学校の 学校図書館を担当者で参

観し情報収集を行 っ た. そ の 中で気に な っ た の が本学附属学校の 学校図書館 の状況である. 公立学校 の学校図書

館は
､ 参考に すべ きも の も多か っ たが ､ 厳し い 状況の もの も多か っ た｡ それ に比して本学附属校の 図書館は平均

′

して みると参考 にす べ き公立学校 の状況よりも厳し い 状況で あるように思われたo

本学は図書館学の講座を持ち総合教育科学系生涯教育講座に 図書館学を専門とする ス タ ッ フ を2 名を擁し
､ 必

要単位を取得すれば図書館司書 ･ 司書教諭資格を取得で き､ 文部科学省 の委託に より司書教諭の講習も行 っ て い

るム そ の ような本学の機能 に比 して附属学校の学校図書館 の 環境と運用は十分なもの とな っ て い る の だろうか
｡

本学附属学校は本学学生が本格的 に学校現場に触れる最初 の 機会となる教育実習実施校で ある｡ 学生が将来勤

務するか もしれ ぬ学校 の モ デ ルとして本学附属学校の学校図書館は十分なもの とな っ て い る の だ ろうか
｡

さ らに ､ 本学附属校は先進的な教育実践 の モ デ ル校として の機能も担 っ て い るとも考えられ るが
､

そ の機能に

比して学校図書館は十分なもの とな っ て い るの だろうか
｡

こ の ような問題意識から､ 学校図書館を取り巻く状況を概観し
､ 本学附属学校図書館の現状 に つ い て述 べ る こ

とにした い
｡

1 . 学校図書館を取り巻く現状

現在学校 で は明治以来続 い七きた学び の ありかた を問い 直し
､
教育の あり方を変えようとして いる. 汐見稔幸

は ( . ) こ の必要性を示唆する出来事は ｢学力低下｣ の 問題であり
､

それは子どもの学びの動機づけが時代 の 変化

に ふ さわ しく発展さ せ られ て い な い こ
.
と に よ る問題だとし

､
こ れま で以上 に 内発的動機づけを豊かに生み出す学

びを創造して い くため に は学校図書館 の役割が重要だとして い る｡

で は
､ 学校図書館 の 整備は近年どの様に行われ て きたの だろうか｡ 表 1 に よれば ､ 1990 年代の初頭か ら学校図

書館 に 関する法整備と共に実際 に学校図書館を整備運用して い くため の施策が行われ て きた こ とがわか る だ ろ

つ ( z ) 0

図書 の 問題で言えば
,

1993 年に公立の義務教育諸学校 で学校図書館 の図書整備をはかるため の蔵書数の めや

すとし て学校図書館標準が制定された( ※1 ※はP91
､ 表1 に対応) ｡ 蔵書の 問題で言えば標準を達成すべ く同年に学

校図書館整備 5 カ年計画 ､
2002 年に第 2 次5 カ年計画が実施され て い る ｡

2002 年度 の 第2 次 5 カ年計画 で い えば
､

学校図書館 の 蔵書 の 充実 を図るために2002 年度か らの 5 年間で総額約650億円､
2002 年度に あ っ て は約130 億円の

地方交付税措置が講じられ
､ 例えば18学級の小学校で は41 万8 千円､ 15 学級 の 中学校 で は67 万円が学校図書館図書

購入費 て措置され ると して い る (3 ) ｡ 施策として は こ の ようであるが ､ 実際に どうなの かと い う こ と に つ い て

は全国学校図書館協議会の調査がある
｡

20 04 年の調査によれば､ 平均蔵書冊数は小学校は 7 , 434 冊､ 中学校は

9 ,
106 冊 ､ 高校は 22

,
155 冊で ある また

､ 図書購入費は2003 年度決算分で小学校は50 . 7 万円 ､ 中学校は 72 . 2 万

円､ 高校は104 . 1 万円とな っ て い る ( 4 ) ｡
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< 蓑1 読書活動 ･ 学校図書館関係施策年表 >

年 読書活動推進関係等 学校図書館関係施策

EⅡ 皿 ･ 学校図書館標準制定 ※1

( 平 5 ) ･ 学校図書館整備 5 カ年計画

( - 1 9 9 7 年度)

1 9 9 5 ･ 学校図書館情報化 . 活性化 モ デ ル地域事業開始

( 平 7 ) ( - 2 0 0 0 年度)

1 9 9 7 ･ 読書指導研究指定校 ･ 学校図書館法改正公布 ※2

( 平9 ) ( - 1 9 9 9 年度) ･ 地域 に開かれた図書館推進 モ デ ル事業

( - 1 9 9 8 年度)

1 9 9 8 ･ 司書教諭講習規程改正公布 ※ 3

( 辛lo) ･ 学校図書館 フ ォ
ー

ラ ム 開始

( - 2 0 0 0 年度)

1 9 9 9 ･ 司書教諭講習規程改正施行 ※4

( 辛ll) ･ 学校図書館ボ ラ ン テ ィ ア活用実践研究事業

匹Ⅰ妻皿 ･ 子ども読書年 ･ 生きる力を育む読書活動推進事業開始

( 平12) ･ 国際子ども図書館開館 ･ 第1 回読書活動優秀実践校大臣表彰

2 0 0 1

( 平13)

･ 子 どもの読書活動 の 推進に

関する法律公布 . 施行

･ 学校図書館資源共有型 モ デ ル地域事業

2 0 0
■
2 ･ 国際子ども図書館全面開館 ･ 学校図書館整備代 2 次 5 カ年計画開始

( 平1) ･ 子どもの 読書活動の推進に

関する基本的な計画策定

( - 2 0 0 6 年度)

2 0 0 3

( 平15)

･ 学校図書館法改正施行 ※ 5

( ｢読書活動 ･ 学校図書館関係施策年表｣ 国立教育研究所教育課程研究セ ン タ
ー 『読書活動 ･ 学校図書館関係資

料』 平成1 5年10月より
一

部抜粋)

人の 問題で言えば
､
1997 年の学校図書館法 の 改正 に より司書教諭 に関する附則が撤廃され ( ※ 2 ) 2003 年度よ

り12学級以上 の 学校 に司書教諭は必置 ( ※ 5 ) とな っ た
｡
1953 年に制定された学校図書館法の第五条に は ｢ 学校

に は
､ 学校図書館 の専門的職務を掌らせ るため

､ 司書教諭を置かなければならな い
｡ ｣ の規定があ っ た

｡
しか し

こ の 規定 に は附則があり ｢ 学校に は
､ 平成十五年三月三十 一

日ま で の 間 ( 政令 で定める規模以下 の 学校に あ っ て

は､ 当分の間) ､ 第五条第
一

項の規定に かかわ らず
､ 司書教諭を置かな い こ とが で きる ｡ ( 司書教諭 の 設置 の 特
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例) ｣ とされ て い た
｡

つ まり司書教諭必置2003 年度ま で の40年以上 の間｣ 司書教諭の 発令は必須の もの で はなか っ た の で
､ 多忙 で あ

る教師が学級担任や教科指導の傍ら校務分掌とし て学校図書館の担当をし
､ 毎年の ように係が交代したり

､
なか

に は学校図書館や子どもの 読書に つ い て きちんとした認識を持た ぬ教師が学校図書館担当とならざるを得な い と

い っ た状況を生み出し て きた
｡

こ の状況を司書教諭を配置する こ と に よ っ て改善で きるように な っ た の で ある
｡

そ して司書教諭の養成に つ い て も見直しがかかり ､ 司書教諭講習受講資格が拡大され ( ※ 3_) また講習の科目に

つ い て も見直しが行われた ( ※ 4 )

また
､ 学校図書館の活用に 関して も読書指導研究指定校が指定されたり ､ 学校図書館 の 情報化 に つ い て や

､ 地

域 へ 開かれた図書館､ 図書館ボラ ン テ ィ ア
､ 図書館資源 の共有等 の モ デ ル 事業が行われ｣ 学校図書館整備 の 方向

性に つ い ても検討が進めら各地に学校図書館の先進校が登場した｡

国 の 施策と公立校の状況が こ の ようで ある
一

方､ 本学附属学校 で は こ れら の 動き に対応するような学校図書館

の 整備は自校の努力に よ っ て 行う しかな い 状況で あ っ た｡

2 . 学校図書館整備先進校 ･ 地域の事例

( 1 ) 山形県鶴岡市立朝暢第
一

小学校

山形県鶴岡市立朝暢第
一

小学校は全国学校図書館協議会 の第3 3 回学校図書館大賞受賞校 で ある (5 ) o 鶴岡市

で は1960 年代半ばか ら大規模校 に は専任 の 学校司書が配置され て おり､ 朝暢第 一 小で は学校司書 ､ 図書主任(20

03 年4 月からは司書教諭も) がチ
ー ム を組ん で図書館活動 に あた っ て い る｡ 学校司書は朝早くから下校時ま で学

校図書館に常時おり
､ 子どもや教師の相談相手とな っ て い る｡

学校図書館は ｢ 致道図書館｣ と名付けられ
､ 学校の 1 階､ 玄関の並びの 管理棟と い う子 どもたち の ア ク セ ス に

と て も便利な場所 に位置し て い る
. 広さは1 36 m

2

あ り
､
空 き教室 2 教室の 壁を抜き

､

.
中を閲覧室

､ 貸借 ス ペ
ー

ス
､ 学習資料セ ン タ

ー の 3 ス ペ ー ス に区切り使用され て い る
. 校舎は築40年 の 木造 2 階建て

､ 図書館備品も教卓

を利用したりと恵まれ て い るわ けで はな い
｡

蔵書冊数は10900 冊､
イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン フ ァ イ ル は155 タイ トル

､
CD

､
ビデオなどは図書館以外 の も の も含め

目録化し
､ 図書館 で所在を把握 で きるように して い る

o 資料を検索するため の ツ ー ル として 基本カ
ー

ド ( 分類 ･

書架目録) ､ 検索用目録カ ー ド ( 署名 ･ 人物件名) があり
､

また教科単元別参考図書目録 ( 国語 ･ 社会 ･ 理科 ･

生活科 ･ 総合的な学習 の 時間) と冊子目録 ｢ 本の あんな い｣ が備えられ て おり
､
必要な資料を教師､ 子どもが自

由に探せ る ように な っ て い る
｡
- こ れら検索ツ

ー

ル がよく整備され て い るが
､

それを利用した教育活動に全校を上

げて取り組まれ て い る こ とが注目に値する
｡ 図書館資料を検索で き る よう に す る ため の 図書館クイ ズを授業 に組

み込み
､ 学校図書館を利用す る学習指導計画を作成しすべ て の 教師が学校図書館を利用した授業を実践して い る｡

学校図書館 に必要な資料がな ければ公共図書館等から学校司書が取り寄せ るサポ
ー

トも受けられ るo

また
､
地域 ･ 保護者と の 連携 を図り

､ 読み聞か せ ボ ラ ン テ ィ ア に始ま っ た教育サポ ー タ
ー

が教育活動 の サポ
ー

トをして い る
｡

朝暢第
一

小の10 年に わた る学校図書館を学校経営の 中核に位置づけた実践を こ こ で すべ て を紹介する こ とば で

きな い が
､

こ れらの取り組み の成果 で取り組み当初､ 児童 一

人あたりの年間貸し申し冊数が51 冊か ら2002 年には

一

人117 冊に な っ た o 不読児が減り学力面 で も向上 が見られると い う
o

実際に2004 年 2 月に朝暢第
一

小学校を訪問したが
､ 施設設備 に つ い て何らか特別に優遇され て い る学校と の 印

象を受けなか っ た
｡ 図書館の 三大要素で ある図書館職員､ 図書館資料 ､ 図書館施設 の うち

､ 図書館資料 ･ 施設は

ど こ に で もあるも の だと い っ て もよ いかもしれな い
｡

むしろ厳し い 状況 の 中を工夫して施設を整備されて い る と

思われる
｡ 確か に学校司書が配置され て い る こ とば公立小学校として は珍しく

､
そ の 学校司書をされ い て い る五
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十嵐絹子氏が類 い 希なる手腕と行動力を持 つ コ ー デ ィ ネ
ー

タ
ー で ある事は事実だ ｡ 高鷲忠美は朝暢第

一

小学校 の

実践の成功を次 の ように集約し て い る
｡

｢ こ こ ま で到達で きた要因を 二 つ あげる･とすると
､

一

つ は人に恵まれた

こ と で ある
｡

『学校図書館を学校経営の 中核に据える』 と い う周 い 信念をお持ちの校長先生､ 専任で経験豊かな

学校司書､ 当初から学校司書と手を携え て協力して きた図書主任 ( 平成1 5 年 4 月からは司書教諭) ､ 図草副主

任 ( 現図書主任) が見事なチ
ー ム ワ ー

クを組んだ こ と である
｡

二 つ めの要因は
､

｢ 図書館活用教育｣ (単なる読

書教育とか調 べ 学習対応と い う の で なく ､ すべ て を統合した形) を全校的に展開するため の シ ス テ ム を､ きちん

と作 っ た こ と で ある｡ 学校図書館 の位置づけが全校的に きちんとなされ ､
そ の結果､ 電気 ･ ガ ス ･ 水道が日常生

活にお い て不可欠なイ ン フ ラ として機能して い るように
､
朝暢第 一 小が校で は

､ 学校図書館およびそ の 資料 ･ メ

デ ィ ア は授業をはじめとする学校運営 の 上 で欠く こ と の で きな い イ ン フ ラとし て機能し て い る
｡

そ して 何よ り

『子ども』 た ち の すばらしさ を忘れ る こ とは で きな い｣ ( 6 )

( 2 ) 千葉県市川市 の事例

千葉県市川市で は1989 年から ｢ 公共図書館と学校図書館を結ぶネ ッ ト ワ ー

ク事業｣ に 取り組まれた ( 7 ' . 公共

図書館と学校､ さら に は学校図書館相互が連携して学校 の 教育課程 に寄与で き る学校図書館づくりをめざし て の

事業だ っ たと い う｡
そ の 後 こ の事業 の 見直し発展を企図し

､
1996 年度から1998 年度ま で文部省 ｢学校図書館情報

化 ･ 活性化推進 モ デ ル 地域｣ の指定を受けられた
｡

公共図書館と学校図書館 ､ 学校図書館相互 のネ ッ ト ワ
ー

ク化を図る こ と に より＼

①公共図書館と学校図書館､ 学校図書館相互 を結び図書館 の有効利用をはか る｡

②学校 の 教育機能を拡大する
｡

｢調 べ 学習｣ を展開する
｡

③生涯学習の 土台作りをする｡ 児童生徒 の 情熱吉用能力 ､ 処理能力を育成する
｡

の 3 点を実現し
､

それ に よ っ て学校図書館を中心と した学校 の教育機能を高め
､ 児童生徒 の主体的に学ぶ力を育

み
､
生涯に わた っ て学び続ける市民 の 育成 をめざした事業で あ っ た｡

.

具体的に取り組まれた こ とは次 の 2 点で ある｡

①物流ネ ッ ト ワ
ー

ク の 確立

②l青報ネ ッ ト ワ
ー

ク の 確立

①は公共図書館と学校図書館 ､ 学校図書館相互 で相互貸借を行う こ と に より
､ 市内の学校図書館と公共図書館

が大きな
一

つ の 図書館を形成し
､ 蔵書が共有 で きるように な っ た

｡
1 校あた り の 蔵書数は限られ て い る が､ 週 2

回 の ネ ッ ト ワ
ー

ク便 ( 委託業務) が公共図書館を起点として全校 ( 小学校39 校､ 中学校16 校) を巡回する こ と に

ょり
､ 相互 に依頼の あ っ た図書を貸借し

､ 年間6 万冊 の 図書が移動して い る そ うで あるo また ､ 依頼たっ い て も

具体的な書名をあげるよりも､ 単元や活動名 で記入し
､ 希望す る内容を授業者 に詳 しく雫い て もら っ て依頼する

場合が多 い そうだ ｡ 年間依頼件数は公共図書館 に は1000 件を超え
､ 各学校 に も300件以上 とな っ て い る ｡

それ ら図書と協力依頼と受渡しや ､ 学校図書館 の 管理運営は1978 年 - 1992 に か けて 配置された学校司書 ･ 読書指

導早が担当して い る｡ 学校図書館に専任者が い たから こそ
､

こ の 事業が可能に な っ た の だそう で あるo

愈の相互貸借を可能として い る の が蔵書目録 の 電算化 ･ ネ ッ ト ワ ー

ク化 の ②で ある
.

それぞれ の 学校図書館は

教育課程に 寄与で きる学校図書館と して ｢読書 セ ン タ ー

｣ ｢学習情報 セ ン タ ー ･ メ デ ィ ア セ ン タ
ー

｣ として機能

する学校図書館た る よう ､ 図書資料 ･

CD-ROM
･ イ ン タ ー ネ ッ トが活用で きるような整備を行 っ た ｡ 蔵書 の デ

ー

タ

ベ
ー

ス化に よ っ て
､ 市内の/小中学校で コ ン ピ ュ

ー タ に よ る貸出業務や管理検索が行われ る よう に なり
､

デ
ー

タ ベ

ー ス化された学校図書館 の蔵書は､ 現在 で は公共図書館 の84 万冊の蔵書デ ー タ ベ ー

ス と共に イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 で

検索で き る よう に な っ て い る ｡
こ の デ ー

タ ベ ー ス が物流ネ ッ ト ワ ー クを利用して の 相互貸借 の 基礎とな っ て い る｡
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3 . 附属学校学校図書館整備の例 - 附属世田谷小学校の学校図書館整備の実際 -

( 1 ) 学校司書の配置

附属世田谷小学校 で は､ そ の前身で ある東京撃要大学 ･ 第 一 師範附属小学校が1948 年 - 1949 年に文部省 の学校

図書館に関する実験学校 に指定され ､ そ の実践研究を 『小学校 の図書館教育』 (8 , とし て公表したが､ そ の後学校

図書館に つ い て組織的に取り組んだと い う事実は校史に は記され て い な い
｡ そ の後1989 年より本校で は学校司書

に相当する担当者を置 い た｡ これは当時の 副校長の 間中孝貴が図書館整備の必要性を強く感じて おり
､
大学より

の予算措置はなか っ たが校内予算を使 っ て の 配置 であ っ た
｡ 図書館司書の 資格を持つ 吉岡裕子が こ の担当者とな

っ て お り
､ 校内的に は学校司書として勤務して い たが待遇は吉岡の もつ 専門性に 応じたもの で はなか っ た

｡
こ の

時か ら､ 研究部が図書館 の活用 に つ い て取り組み始めた1996 年ま で は学校司書 の単独の整備 の取り組みが続き
､

関心 の ある教員とq) 連携を取 っ た授業は展開され たもの の
､ 読み物中心 の蔵書整備と

､ 司書に よる読み聞か せ活

動が学校図書館活動の 中心とな っ て い た｡

( 2 ) 校図書館 の活用を校内研究 に位置づ けるo

1996 年より研究部が中心 とな っ て ､ 学習資料 セ ン タ
ー として の 学校図書館 の 整備を検討 し始めた｡ 学校図書館

内で読書指導を して い る時でも､ 他学級児童が同時並行して 調 べ る活動が で きるような試行一書棚の レイ ア ウト

の 工夫 一 等に取り組んだo

校舎改築が行われた1999 年に は - 2002 年には蔵書デ
ー

タ ベ ニ ス シ ス テ ム の 整備と学校司書 に よる単元学習と連

携したブ ッ ク ト
ー

クの試行､ 先進校 の 事例に学ん で の 学校図書館整備計画の検討を行 っ た
｡

こ こ で は学校図書館

整備 の 助言者と して 当時本学の高鷲忠美教授 ( 図書館学) の指導を仰ぎ､ 高鷲氏 の薦めによ っ て前述した山形県

鶴岡市立朝場第 一

小学校を モ デ ル とした｡ 2002 年度 に は本校の学校図書館担当者が学校図書館大賞受賞校 で ある

朝場第
一

小学校を訪問し
､ 先進事例から学ぶ べ き点を以下 の 6 点に整理した｡

(丑分類番号を明示した環境整備

②図書館クイ ズを利用した検索能力育成の活動の検討

③参考図書目録の作成

④ フ ァ イ ル資料の整備

⑤図書館利用を位置づけた モ デ ル単元 の 作成

⑥学校司書と司書教諭 の 連携の検討

これ に もとづき学校図書館 ( 本校 で は ｢ メ デ ィ ア ル ー ム｣ と呼ん で い る
.) の 整備､ 授業研究 にも着手した ( 9 ) ､

こ の間､ 国や大学か ら学校図書館 に関する特別な予算措置や支援は得られず､ 自校の 努力と高鷲教授 (本学図書

館学担当者) の ボ ラ ン テ ィ ア で 学校図館整備は進められた｡

4 . 東京学芸大学附属学校図書館連絡会の設立の経緯とその活動に つ い て

( 1 ) 附属学校学校図書館の現況

附属世田谷小学校 の 学校図書館整備 の 中で
､ 図書館整備は

一 人の学校司書だけで は到底行 い 得な い こ とがわか

っ た｡ 必要に応 じて 附属世田谷中学校 の 学校司書 の村上氏の支援に よ っ て 附属世田谷小学校 の 図書館整備は進め

られた
｡

また
､ 附属世田谷中学校 で書棚 の 配置換えや年度末 の 蔵書点検等､ 手助けの要があれば吉岡も支援に 出

かけ て た ｡ ただ学校司書 の 方 の 雇用形態は学校毎 に異なり ､ 簡単に出張して もら っ て 支援 しあう事が困難な状況

もあ っ た｡
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2003 年に は
､ ほとん どの 附属校で司書教諭も発令された様だが ( . 0 ) , 従前の 図書館担当と位置づけは変更され て

い な い よう で
､ 司書教諭の職務に専念 で きるような校内整鳳

■
ま行われ て い な い ようで ある

｡ 実際問題として司書

教諭が どれだ け学校図書館 の 整備に つ い て取り組め て い るの かは明らか に な っ て い な い
｡

実際に附属学校図書館を数校回 っ て みた結果､ 学校司書相当の担当者が存在する学校は設備が比較的整 っ て い

るが
､

そうで な い 学校の 方が多 い 事がわか っ た
｡
2004 年度末現在で

､ 私が調査した限り で は学校司書相当 の 担当

者を配置して い る附属学校は6 校 ( 小学校 2 校､ 中学校3 校､ 高等学校1 校) と増加 して きて い る｡ 附属学校 で

の学校図書飴整備 の 必要性は認識され つ つ あるかとも思われるが
､ 学校司書相当 の 担当者 に

一

任され て い たりす

るよう である
｡ また司書教諭は発令されたもの の職務は明らか に な っ て おらず

､
また学校司書と の職務の連携に

つ い て も検討され て い なか っ たりして い るようだ｡ 司書教諭 ･ 学校司書 の連携や
､ 司書教諭､ 学校司書相互 の連

携 ､ 附属学校図書館と大学図書館 の 連携等検討すべ き課題は多 い
｡

しかし い ずれも十分行われ て い な い ようで あ

る｡ まずは各校の 学校図書館 の実態調査から始め
､ 学校図書館を機能さ せ る シ ス テ ム が ど の ように構築され て い

る の か明らか に し､ 手を打 っ て い かねばならな い ようで ある
｡

( 2 ) 東京学芸大学附属学校図書館連絡会 の設立 の 経緯とそ の活動

こ の ような状況 の 中で
､ 学校図書館が学習活動で利用で き

､ 読書教育 の 推進 に つ い て重要な役割を果た せ る よ

うに整備して い く ため に は学校図書館に常駐する専任者が学校を超えて相互 に協力 して い く事が必要で ある こ と

が千葉県市川市等 の 例から明らか に な っ て い る｡ そ こ で有志で東京学芸大学附属学校図書館連絡会 ( 仮称) を組

織し
､ 学校図書館に関する研究や情報交換､ 相互支援が行えな い か試行して い る｡

連絡会の組織にあたり
､ 附属学校各校に 理解と協力 を求め

､ 配布した文書は以下 の通りである｡

東京学芸大学学長 殿

東京学芸大学附属学校担当副学長 殿

東京学芸大学附属学校運営参事 殿

東京学芸大学各附属学校 学校長 殿

東京学芸大学各附属学校 副校長 殿

東京学芸大学附属学校学校図書館連絡会 ( 仮称) 設置 の 呼びか け

2004 . 6 . 4 .

呼びかけ人代表

東京学芸大学附属世田谷小学校 校長 福地 昭輝

呼びかCナ賛同者

東京学芸大学附属世田谷小学校 副校長 藤井 喜 一

東京学芸大学附属世田谷小学校

教諭 ( 司書教諭) 秋元 恵 教諭 鎌田 和宏

東京学芸大学附属世田谷中学校 教諭 野中三恵子

東京学芸大学附属竹早小学校 教諭 囲谷 秀雄

平成 9 年に学校図書館法が改正され 1 2 学級以上 の 学校のす べ て に 司書教諭が配置され る こ とになりまし

た｡ 同法で は ｢ こ の 法律は
､ 学校図書館が

､ 学校教育にお い て 欠く こ と の で きな い 基礎的な設備である こ と

に かんがみ ､ そ の健全な発達を図り ､ も っ て学校教育を充実する こ と を目的とする ｡ ｣ と目的を示 して

お り､ 生涯学習社会を生きる基礎をは ぐくむ学校数育に と っ て は学校図館 の 整備､ 利用教育 の 充実等は火急

の 課題とな っ て おり今国会で も取り上げられ て おります｡
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また
､ 学校図書館 の 整備利用教育の充実等は教育実践研究 の 先進校として の 附属学校が取り担む べ き課題

で あり
､ 本年度全附遵とし て プ ロ ジ ェ クト に関連させ た先進事例として進めた い と考えて おります｡

と こ ろが
､ 附属学校に お い て は司書教諭を配置するに して も大学側から特別 の 予算枠が用意される状況 で

なく
､ 現有 ス タ ッ フ の中から有資格者を兼任 で配置すると い うと･こ ろが実情 で はな い で し ょ うか

o 多く の教

育 ･ 研究 の課題に取り組む附属学校数官に と っ て は司書教諭に任じられ て
､ 学校図書館を整備し活用しよう

と い う意欲はあ っ て も現実として十分に行動 で きな い と い うと こ ろが実情で あります｡

そ の点に関して
､

い く つ かの 附属学校で は
､ 事務補佐員等 の 資格で学校図書館司書に あたる人材を雇用し

学校図書館 の 整備を行 っ て い ます｡ 呼びかけ人 の 勤務校は 3 0 年ほど前から学校図書館司書にあたる方を雇

用して 学校図書館 の 整備に あた っ ていただき教員と連携して学校図書館の活用を模索し て きました
｡

また
､

東京学芸大学 の 図書館学教室とも連携し高鷲忠美教授 ( こ の 3 月に退官されましたが) の指導助言を仰ぎな

がら学校図書館 の 整備活用に あた っ て きま した｡

学校図書館 の 整備と活用 に は多く の手が必要です｡ 呼びかけ人の勤務校 で は地位と待遇とは甚だ不十分な

の で すが常勤 で学校図書館 に常駐で き る司書の吉岡裕子さんがおりますが
､ 児童 に と っ て魅力があり

､ 学習

で利用しやす い 学校図書館と して維持するため に は定期的に大幅 の 整理 をする必要があります
｡

そう い っ た

際に ､ 手弁当 で他校の学校図書館に勤める司書 の 方 々 に お手伝 い い ただき
､ 書架 の 再配置､ 書籍 の 登録 ･ 除

籍等を行 っ て きま した
｡

また
､ 各校 の蔵書は限られて おりますの で

､
学校図書館を学習で利用する際に必要とする図書が不足する

場合が多 々 ありますo
そう い っ 七問題点を克服するために公立校で は自治体の 図書館との相互貸し出しや学

校間 で の 相互貸し出しを行 っ て おりますが
､ 附属学校間で はそ の ようなネ ッ ト ワ ー クが機能して おりま せ ん

( 昨年度附属世田谷小学校 ･ 世田谷中学校 ･ 大泉中学校間で限定的に試行しま した) ｡

それ
■

ら の 問題を克服するため に は学校図書館の実務担当者の連絡が不可欠か と思われますが
､ 連絡や協力

は実務担当者 の 方 々 の無償の 努力に よ っ て行われ て い ます
｡

こ れは現在附属学校の学校図書i軌 こ勤務され て

い る方 々 が
､

たまたま高鷲忠美教授を中心とする学校図書館 の 研究に携わる方 々 の 人的ネ ッ ト ワ ー クをもた

れ て い るか らで すが､ 附属学校の学校図書館を整備して い くため に は
､

こ れ ら の連絡 ･ 協力を定期的に且 つ

組織的なもの に し附属学校間の教育研究 に位置づけて い く必要があります
｡

そ こ で各附属学校の管理運営に あたられ る方 へ お願 い な の ですが
､

上記趣旨実現 の 第 一 歩として
､ 貴校に

勤務されます学校図書館 の 実務担当者 の方を標記の 連絡会に ご派遣 い ただけな い で し ょ うか
｡ 標記 の 連絡会

は
､ 当面附属学校研究会 の 日程に準じて行 い

､ 会場は実務担当者が勤務す る学校を順次会場として行く予定

です｡ また詳細に つ きまして は
､ 呼びかけ人代表鎌田ま で お問 い 合わ せ くださ い

｡

なお
､

こ の呼びかけは
､ 東京学芸大学学長､ 附属学校担当副学長､

附属学校道営参事､ 各附属学校宛に お

送り して おりますc

【問 い 合わ せ先】

東京学芸大学附属学校学校図書館連絡会呼びかけ事務局 鎌田 和宏

〒158-0081 世田谷区深沢4-10-1 東京学芸大学附属世田谷小学校

電話 0 3 - 5 7 0 6 - 2 1 3 1 F a x 0 3 - 5 7 0 6 - 2 1 4 4

こ の 道絡会 の設立の経緯に つ い て
､ 附属学校部に対して説明した際に作成した文書は以下 の通り で ある

｡

東京学芸大学附属学校図書館連絡会 ( 仮称) の 設立 の き っ かけは200 2 年に遡る｡

東京学芸大学附属教育実践総合セ ン タ ー

の 教育実践情報 デ ー タ ベ ー ス の構築 に関わる会議セ
､ 鎌田が附属
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学校 の 学校図書館 の整備に つ い て
､ 当該プ ロ ジ ェ クト の リ ー タ

小

一 で当時セ ン タ
ー 長 の 高鷲忠美教授 ( 図書館

学) に ご相談した こ とが起点とな っ て い る
｡

当時､ 鎌田は校務分掌 で附属世田谷小学校の学校図書館を担当して おり ､ 機会がある毎に東京学芸大学附

属学校各校の学校図書館を見学して 現状 を把握し整備蒔用 の 方針を つ かもうとして い た
｡ 附属学校 の学校図

書館は全般的に物的 ･ 人的に整備が不十分 で各館の連携がほとんど無 い 状態 で あ っ た
｡ 高鷲教授 の指導 に よ

れば
, 学校図書館 に は整備 の 担当をする学校図書館司書 ･ 司書教諭の存在が不可欠で

､
そ の 2 者と教員 の 連

携に より学校教育活動に位置づけて 活用して い く こ とか必要で あ っ たが ､ 附属学校の学校図書館で は
､

それ

らはほとん ど取り組まれ て い なか っ た
｡ 附属学校は教育実践研究 の先進校で あるはずだが ､ 学校図書館 の 整

備 ･ 活用 に関して は心許な い 状況 であ っ たム 生涯学習社会の教育を考える上 で欠く こ との で きな い 学校図書

館が で あ る ｡

そ こ で
､ 高鷲教授に学校図書館を教育活動に位置 づ けて教育実践を行 っ て い る学校の事例 ( 山形県鶴岡市

立朝暢第 一 小学校) を紹介して頂 い た ( 1 , ｡ ま た
､ 高鷲教授 の ご紹介 に より実際に朝暢第

一

小学校 の視察を

行 い ( 自費で の 参加も多か っ た) ( 2 ) ( 3 , 先進校 の事例を元に附属学校 の学校図書館整備と利用に つ い て研究

会を開催した(4) (5) o
こ れら の 情報交換や研究会は

､ 数校に勤務され て い た学校図書館司書に 当たる方 々 の 努

力に よ力に よると こ ろが大き い
｡

こ れら の 取り組み に よ っ て
､ 教員は学校図書館 の 意義を再認識し､ 教育活

動と の 連携を意識して考えて学校図書館 の 利用に取り組むように な っ て きた
｡

当時附属学校の 数校で は学校図書館 の 整備と活用の ため に
､ 自校 の 努力と工夫で学校図書館司書にあたる

方を置 い て い た｡ こ れは大学から正規 の 配置が無か っ たため で ある
｡ 鎌田の勤務校もそ の 一

校で あり､ 非常

勤 で勤務され て い る吉岡さんは自己負担 で学校図書館関係 の研究会 に参加されたり
, 先進校の視察をされ ､

学校図書館 の 改善 に取り組まれ て い た
｡ また

､
わずかながら勤務され て い た学校図書館司書同士 で連絡を取

り
､ 情報交換をし､ 各館の整備を手伝い 合 っ たりされ て い た

｡ 実際に長期休業 の際に各校 の 図書館整備を互

い に協力して取り組まれ､ 児童 ･. 生徒に と っ て使 い やすく魅力的な学校図書館 に変わ っ て い く姿を目の 当た

り に した
. 学校図書館司書 の 方の ネ ッ トワ ー

クが大きく学校図書館を大きく変えて い く力とな る こ とを認識

した
｡

また
､ 高鷲教授より千葉県市川市の公立図書館と学校図書館 の連携 の 事例等を伺 っ た

o
1 館で は蔵書 に限

りがあり､ 総合的な学習の時間等 の 多様な児童 ･ 生徒 の ニ
ー ズに応じきれな い が

､ 図書館 の ネ ッ ト ワ
ー

ク づ く

りによ っ て カ バ ー で きる こ とも分かり､ 大泉中の 松戸司書 に より
､ 附属間で もそれが行えな い か志向された ｡

しかし こ れら､ 附属学校 の児童 ･ 生徒 の 学習環境を向上 させ る試み は
､ 各校 の自校の努力と､ きわめ て不

十分な待遇で勤務されて い る良質 の 学校図書館司書 の 手弁当の 努力に よ っ て い るo こ れら の 状況を少 しで も

改善さ せ る べ く ､
立ち上げたもの が東京学芸大学附属学校学校図書館連絡会 ( 仮称) で ある o

こ の 会を機能させ る こ と(
,
こよ っ て

､ 学校図書館司書 の連絡が当事者 の 善意に よ る自発的 で はあ る が不安定

なも の から､ 組織的に安定し で情報交換を行 い
､ 各校で連携し協力で きるもの とな っ て い く . い ず叫ま大学

附属図書館を核とした附属学校間ネ ッ ト ワ ー クが構築される こ と で あろうo

また こ れ は私たちの夢であるが､ 附属学校各校 に学校図書館司書を配置 で きるようになれば､ 各校の教育

環境が大幅 に改善される こ と に なるだろう
｡

それら の第 一 歩として東京学芸大学附属学校学校図書館連絡会 ( 仮称) は動き出した｡

【註】

( 1 ) 2003 年1月14 日 附属世田谷小学校 メ デ ィ ア ル ー ム ( 学校図書館) 懇談会

講演 高鷲先生 参加者 附属世田谷小の教員､ 吉岡 ( 附世小司書)

村上 ( 附世中 司書)
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( 2 ) 2003 年 2月16 - 17 附属世田谷小井上教諭 高鷲教授 に同行し て
, 学校図書

館活用の先進校で ある山形県鶴岡市立朝暢第 一 小学校訪問

( 3 ) 2003 年10月2 - 4 日 朝暢第 一

小学校研究発表会訪問

高鷲教授 吉岡 ( 附世小司書)
, 松戸 ( 附泉中司書)

秋元､ 井上
､ 鎌田 ( 附世小)

( 4 ) 2003 年11月 4 日 第1 回 学校図書館利用教育研究会 ( 附世小)

講師 高鷲教授 公開授業授業老 鎌田

一審加者 附世小教員 ~ 吉岡 ( 附世小司書) , 松戸 ( 附泉中司書)

村上 ( 附世中司書) ､ 公立学校教諭､ 学校図書館関係

( 5 ) 2004 年 2月17 日 第2 回 学校図書館利用教育研究会 ( 附世小)

講師 高鷲教授 公開授業授業者 井上

参加者 附世小教員 吉岡 ( 附世小司書) ､ 松戸 ( 附泉中司書)

村上 ( 附世中司書) ､ 附世中教員､
公立学校教諭､

学校図書館関係

( 6 ) 2004 年 2月22
-

23 日 朝暢第 一 小学校訪問

高鷲教授 吉岡 ( 附世小司書) 村上 ( 附世中司書)

居城､ 中村 ( 附世小)

( 7 ) 2004 年 2月28 日 高鷲先生最終講義参加 ( 1 1 )

福地 ( 附世小校長) 吉岡 .( 附世小司書) 松戸 ( 附泉中司書)

井上
､ 鎌田 ( 附世小)

※各回の 内容に つ い て は東京学芸大学附属学校学校図書館連絡会ホ ー ム ペ ー ジを

参照された い
｡ ht.tp :// w w w . u - g ak u g e i . a c . j p r k a m a t a/1ib/ sl . h t ml

< 以下はすで に実施 した日程で ある >

第 1 回 4月28 日 ( 会場､ 附金小) 参加者 吉岡 ( 附世小司書)

松戸 ( 附泉中司書)

第 2 回 5月26 日 ( 会場､ 附世中) 参加者 吉岡 ( 附世小司書)

中山 ( 附金小司書)

第 3 回 6月23 日 ( 会場､ 附世小) 参加者 吉岡 ( 附世小司書)

松戸 ( 附泉中司書)

村上 ( 附世中司書)

中山 ( 附金小司書)

村上 ( 附世中司書)

村上 ( 附世中司書)

中山 ( 附金小司書)

連絡会は この後も月 1 回の ペ
ー ス で実施され ､ 4 校の学校司書相当の 担当者 の情報交換と各校学校図書館整

備 の ため の相互支援が行われた ｡ 担当者の雇用の形態が各校で様 々 なため ､ 当初連絡会 へ の 参加も業務として

認知されず､ 担当者 の 自費負担で の 参加もあ っ たが､ 実務者の情報交換と協力 に つ い て は大きな進歩があ っ た｡

■

周囲に も次第 に理解が得られ て き て い るように思われる
｡

しか しまだ連絡会 の処遇や勤務 へ の 位置づ け等問題

も多 い
｡

おわりに

近年 の 学校図書館 の 整備 に関する政策的な展開を概観し
､

そ の モ デ ル とも い うべ き先進校の 事例が当該校や地

域の 努力はあるも の の
､ 国や自治体 の 支援に よ っ て展開してきた こ と

､
それ に比して附属学校 の 学校図書館整備
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の 実態が国や大学か らの支援な しに行われ - または行われず - て きた の か を見て きた
｡

しか し附属学校各校の学校図書館 の状況が具体的に どの ようである の かが明らか に で きなか っ た｡ 各校に協力

を仰ぎ
､ 図書館職員､ 図書館資料 ､ 図書館施設そ して運営の実態を調査 ･ 比較し､ 附属学校図書館が本学の目的

に 応じた施設 ･ 機能を持ち得る に はどの ように整備をして い く べ きなの か具体的に 明らか に した い
｡

< 註 >

( 1 ) 汐見稔幸 ｢ 子どもと大人の 学びを世界 へ ひ らく｣ 黒帯浩編 ･ 著 『新学校図書館入門 』 2001 年､ 草土文化｡

( 2 ) 国立教育政策研究所教育課程 セ ン タ
ー 『読書活動 ･ 学校図書館関係資料』 2003 年10月 ｡

( 3 ) 文部科学省は ｢公立義務教育諸学校 の 学校図書館の 図書 の 購入 に要する経費の地方財源措置に つ い て ( 通

知) ｣ ( 平成14 年4 月1 5 日) と題する通知を行 っ て い る｡

ht t p :// w w w ･ m e xt ･ g o ･ j p/ a
_

m e n u/ s p o rt s/ dok u s y o/ h o u r e i/ c o n L OOl/02 l ･ h t m

( 4 ) 2004 年の全国学校図書館協議会 の学校図書館調査に つ い て は次によ っ た ｡

h tt p :// w w w . j - s l a . o r . j D/ o shi r a s e/k e kk a2 . ht ml

( 5 ) 高鷲忠美 ｢ 学校図書館を学校経営 の 中核に据える - 山形県鶴岡市立朝暢第
一

小学校 の図書館活用教育 の

実践 -

｣ 山形県鶴岡市立朝暢第 一 小学校編著 『学校図書館活用教育 ハ ン ドブ ッ ク こ うすれば学校が変わる』 2003

年 ､ 国土社｡ 朝喝第
一

小学校の学校図書館を中核と した教育実践に つ い て は同書を参照の こ と
｡

( 6 ) 高鷲忠実 ｢朝場第
一

小学校 の 図書館活用教育 の概要と本書の活用に つ い て｣ 山形県鶴岡市立朝場第
一

小学

校編著前掲書｡

( 7 ) 小林路子 ｢公共図書館と学校を結 ぶ｣ 黒帯浩編 ･ 著前掲書

(
■
8 ) 東京撃重大撃 ･ 第 ∵ 師範附属小学校編著 『小学校の図書館教育』 1949 年､ 撃重囲書出版社

( 9 ) 2003 年11月 4 日には学校図書館 を活用し社会科の学習テ
-

マ に つ い て レポ
ー

トを書く授業を公開し ( 授業

者 鎌田和宏 授業学級
■
5 年 3 組 単元名 ｢ お米に関する レポ

ー

トを書こう｣ ) 公開研究会を開催した
｡ また ､

2004 年 2 月に は本校国語研究部 の井上朋史 に よ っ て読書指導をテ ー

マ に
.
公開授業と研究会が行われた｡

(10) 現時点 で は附属学校園の学校図書館 の実態に関する調査がな い 状態で ある｡ 整備を考える前に まず実態の

把握が急務 である
｡

( ll) (2) -(7)に つ い て は
､ 2004 年度から附属小金井小学校 の 学校司書(相当) として勤務 して い る中山美由紀も参

加して い た(所属は千葉市立弁天小学校) ｡
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